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平成31年３月期 第２四半期累計期間業績予想の修正及び 
個別業績予想の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成30年5月14日に公表しました平成31年３月期第２四半期累計期

間の業績予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、個別業績につきましても前期

実績値に対し差異が発生する見込みとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成31年3月期第2四半期（累計）連結業績予想の修正 

（平成30年4月1日～平成30年9月30日） 

       売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

42,000 

百万円 

330 

百万円 

330 

百万円 

50 

円 銭 

9.86 

今回修正予想（Ｂ）  38,000 △750 △650 △600 △118.36 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △4,000 △1,080 △980 △650  

増 減 率（％） △9.5 ― ― ―  

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成30年3月期第2四半期） 
34,325  △141 △164 △252 △49.85 

(注)当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これに伴い、前連結

会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

 

修正理由 

   売上高につきましては、子会社の売上高は概ね計画通り進捗いたしましたが、個別において前年実績値より

は増加いたしましたが、計画値より下回る見込みとなりました。 

   利益につきましては、主に、２．個別業績予想と前期実績値との差異と同様の理由により、連結業績予想を

修正するものであります。 



２．平成31年3月期第2四半期（累計）個別業績予想と前期実績値との差異 

（平成30年4月1日～平成30年9月30日） 

       売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

前期実績  （Ａ） 
百万円 

23,872 

百万円 

△764 

百万円 

△835 

百万円 

△609 

円 銭 

△120.12 

今回発表予想（Ｂ） 27,700 △1,200 △1,000 △700 △138.10 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 3,828 △436 △165 △91  

増 減 率（％） 16.0 ― ― ―  

 (注)当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これに伴い、前期の期

首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

 

差異理由 

   売上高につきましては、製品部門において売上高が減少したものの、工事部門において前年度からの繰越工

事が順調に推移したことにより、完成工事高が増加し、売上高が増加する見込みとなりました。 

利益につきましては、工事部門において完成工事高の増加により完成工事利益は増加したものの、製品部門

における売上高の減少、および原材料価格、特にアスファルトの価格高騰による製造原価の上昇により利益が

低下し、営業利益、経常利益、四半期純利益とも、前期実績値を下回る見込みとなりました。 

 

   なお、平成31年3月期通期の業績予想に関しましては、工事部門において受注、出来高は順調に推移してお

り、工事、製品部門ともに第３四半期以降においては順調な進捗が見込まれるため、現段階では平成 30 年 5

月14日に公表した予想数値を変更しておりません。今後の業績推移に応じて修正が必要になった場合は適切に

開示いたします。 

 

 

※上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は今

後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

                                        以 上 


